










腎性骨異栄養症(ROD)における血清オステオカルシン(OC)について検討した。OC は ROD が

出現する以前に早期より高値を示し,ROD の有用な指標と考えられた。急性腎不全,腎摘出

例,副甲状腺摘出例でのOCの変化より,腎不全でのOCの高値は,排泄障害よりも副甲状腺機

能亢進の影響が主体と考えられた。腎不全の基礎疾患により骨パラメーターに差が認めら

れ,腎奇形によるもののほうが OC,A1-p が高く,1.25(OH)2D3 が低い傾向が認められ,ROD を

発症しやすいと考えられた。 


